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1.1 建設CALS/ECについて

• 確実かつ迅速な調達と取引

• 時間と場所の制約を受けな
い情報交換

• 電子データの特性を活かし
たデータの有効利用

• 情報連携による事業執行の
円滑化

• 事業と施設のライフサイク
ルを一貫して支援



1.2 電子納品について

• 2001年度より、公共事業に関する図面、写真、

テキストデータの成果物を電子データにより
提出する電子納品が始まった。

資料授受が容易となり、保管場所の削減が可能となる

情報連携が高速化されるとともに、データの再利用が容易となる

データ共有による伝達ミスの低減が得られる

省スペース、省資源化

業務の効率化

品質の向上



1.2 電子納品について
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電子データが蓄積され続けているが，利活用が行われていない



2.1 提案システムについて

加工を施す環境 加工の指標

加工スペース
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電子データの利用方法を履
歴として残し、新たな加工の
参考となる状態とすること



2.2 電子納品データ有効利用支援システムの提案

電子納品データ

インターネット

環境のみで使い方につ
いての提案が無い

電子納品データ

データの過去
の使用履歴

どのように利用したかの過去の履歴が閲覧できることでデータの
有効利用を推進させることができる

電子データの過去の履歴を参
考にしながら作業が行える



2.3 提案するシステムの目的

二次・三次的に利用する利用者にとってどのような電子デー
タがどのように利用されてきたかを参考にすることができる．

● 業務効率の向上及び，電子納品データの再利用の支援に
つながる

過去の電子データの利用方法が次の利用者の例となるよう
な管理方法が確立されることで，様々な利用方法の中から多
くの電子データ利用者に支持される利用方法が確立される. 

● 支持の多い利用方法に利用方法が収束していくことで，後に
電子納品データ有効利用案のひとつとなることが期待できる．



3.1 提案するシステムの構成

ユーザ登録をする

ID・パスワードを設定

主に電子データの
加工を行う機能

登録データの更新
削除を行う機能

履歴を閲覧・評価す
る機能

システム支援を行う
機能

管理者に連絡する
機能

利用者

ワークスペース

履歴閲覧

更新・削除

HELP

電子メール

個人メインページ
のメニュー

作業に合わせて
項目を選択する



4.1 システムのイメージ



4.2 ワークスペースのUML

保存
新規保存

新規作成

ワークスペース
ステートチャート図

ワークススペースの
コマンドを選択する

お気に入り
検索

ファイルを新規
作成する

加工したファイルを
保存、新規保存する。
データベース内に電子
納品標準（案）と同様
のディレクトリ構造が
用意されているので
所定のディレクトリに
格納する。

加工データがどの階層
にあるかを確認できる。
作業の全体像が見れる

コンカレント
表による一

覧表示

データの削
除・更新

保存場所の
決定

データベー
ス内データ

の出力

使用頻度の高いデータ
は検索をせずに見れる



CADや写真データも出力できる





4.3 履歴評価のUML

評価画面
メインページ

利用程度報
告画面

利用方法評
価画面

前利用方法
評価

利用程度
評価

メインページに
戻る

評価機能

自動評価
自動通知

過去の利用方法を
評価する。

利用した電子データ
をどの程度変更させた
かを把握する。

ワークスペースに
ダウンロードされた
データは自動的に
利用されたという
評価をうける。

あらかじめ業務目的
を選択しておくことで
、目的業務に関係があ
る評価の高い電子納品
データを過去の利用方法
とともにユーザに自動
送信する。

自動通知必要
項目を入力



大変悪い、悪い、普通、良い、
大変良い、の五段階



4.4 利用履歴を閲覧するためのコンカレント表

利用することが決まったらクリックする





結論と今後の展望

• 利用者が利用者を評価していくという仕組みを採用し
たことで，評価の高い利用方法に利用方法が収束し，
後に電子納品データの再利用標準（案）となりうる利
用方法が生まれることが期待できる．

● 本研究では電子納品データ有効利用支援システム
の提案，設計段階 までを示した．今後の展望は、使
用履歴のデータ変更点の履歴の残し方、及び提案し
たシステムを実装し，実際に業務に採用して改良点を
見出すことである。


